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市民との情報共有化（浸水対策事業）
～雨水対策事業マップ～

レジリエント部門

応募事例の概要

■具体的効果について

浸水対策他の効果で、“西宮市”は住みたい街ランキング５年連続 第１位（H29年民間調査）
浸水対策に対する要望が第１位 （市民全体の３９．６％：H28市民意識調査）
浸水常習地域の市民と対策事業についての情報共有化が図れた。（西宮市能登町）
雨水対策事業マップ関連への市ホームページアクセス数 （H28年度：17,172件／年）
市長の公聴会の開催回数実績 （平成2８年度（春）：20回）

■ＰＲポイント
・浸水履歴のある地区から重点的に整備を進めてきたこと、管渠をはじめ、雨水貯留管など流出抑制
対策による効果的な整備手法を導入したこと、また、計画降雨を超える雨、いわゆる超過降雨対策とし
てオンサイト貯留施設を並行して整備するなどの浸水対策事業の効果や、それらの事業を実施するた
めには多額の費用を必要とすることについて、ＰＲが行えました。
・マップには、オンサイトやオフサイトの機能を分かり易く説明するとともに、排水区の場所と特徴を記述
し、市民の皆さんがお住まいの地域の状況を分かり易く伝えるとともに、市が過去に浸水対策を行っ
た箇所や過去の浸水情報を知るとともに、個人・地域の避難の在り方や備えになどにも活用できるマッ
プとしました。このマップを用いて市長自らも各地域に出向き、下水道事業の実績をＰＲしています。

浸水対策事業の情報共有化
～雨水対策事業マップ～

近年、浸水や土砂災害による被害が全国的にも増
加傾向にある中、西宮市においても、同様の被害
が発生しています、そのような災害から市民の皆様
の命や財産を守るため、市では様々な事業に取り
組んでまいりました。しかしながら、多額の税金を
投入したにもかかわらず、市民からは、「どのような
対策事業をどこで実施したのか」、「効果があった
のか」といった問合せを数多く頂いております。

そこで、浸水被害が発生した後に施設整備を行っ
た箇所を図示し、整備前後で被害が軽減したこと
がわかる効果を表現したマップを作成しました。
マップは、平成28年度よりホームページや支所など
で公開しています。

雨水対策事業マップを市長も活用
このマップを市民の皆さんに活用していただくこと
について、市長が各地域に出向き、浸水対策につ
いて下水道の実績をＰＲしています。

対策効果の実感
市民からの浸水対策に関する問い合わせが増え
ました。内容としては、「自分たちの住んでいる所
は大丈夫ですか。」「もっと効果的に浸水対策事業
をすすめるべき」など、浸水対策について積極的
な、ご意見をいただくことができました。また、施設
の運用状況などについて事業実施後も、地元と情
報共有を図っています。
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